2024年度 学校関係者評価委員会　議事録
	日 時
	2024年10月21日

13:30～15:30
	場 所
	国際トラベル・ホテル・ブライダル専門学校

Nタワー1階バンケット実習室
	進 行
	原田

	
	
	
	
	議 事
	桒原

	出 席 者
	・横山 隆　　　(株式会社千葉京成ホテル 京成ホテルミラマーレ 総支配人)
・今関 真治　　(千葉都市モノレール株式会社 総務部長）
・原田 正隆　　(千葉市民活動支援センター　コーディネーター）

・小亀 さおり　(NPO法人Aqua Dream Project代表) 
・小西　有   　(ANAスカイビルサービス株式会社　総務人事部 人事課)
順不同記載

	
	＜学校職員＞　
・向山　俊一　（本部長）　　　 　・石神　直人　 (教務室室長補佐） 　・寅野　綾香　（学務室室長補佐）
・古川 博文   （校長/副本部長）  ・大久保　昇　 (ホテル科学科長）　 ・桒原　和希　（教務室室長補佐）
・湊　さやか　 (教務室室長)　　  ・小川　泰明　 (就職室室長)

	議  題
	1. 2023年度重点方針
2. 2023年度自己評価

	議事録
	１．2023年度重点方針
コロナ禍や国の政策もあり当校分野の仕事とサービスが大きく変化してきており、従来通りを続けるだけでなく、時代に合わせ企業連携や学ぶ内容、科目の見直しを進めていく。前述に伴い、教職員も変化に適応し進化する力（推進力）をもって成⾧することが必須であり、授業方法についても世界を教材にできるネットワークやデバイスの実践的活用に挑戦し、さらなる授業製菓や満足度につなげる。 今年度は施設の建替えも始まり、自分がやる主体性と正念場の覚悟を持って再スタートし、ITHBの新たな魅力を作り出す年とする。
進行役を委員の中から選出（原田氏）し、学校関係者評価委員会を開会した。
２．2023年度自己評価
（1）教育理念・目標について
　５：社会のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか【評価３→３】
→千葉の立地（自然環境）を活かし、新たに観光科トラベルアウトドアコースを新設。
　学科によりタブレットやクラウドシステム利用の授業を実施し、マーケティング授業も取り入れ開始。

学校関係者からの質問・意見
・委員：トラベルアウトドアコースの募集状況、在校生からの意見はどのような内容か
・学校：コロナ禍による観光業への多大な影響により、募集人数はさほど伸びていない状況。

　　　　　授業は24年度入学生が2年生（25年）になった際に実施となるため、授業改善アンケート等を
注視していく。
（2）学校運営について
6：業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか【評価３→３】  
→個人情報の取り扱いについて、IT化が推進されている中で必要最低限の体制は整備されている。
8：情報システム化等による業務の効率化が図られているか【評価３→４】  
MyiDシステムの新たな利用項目として、出席率掲載を取り入れた。
学校関係者からの質問・意見
・委員：学生だけでなく、教員側のコンプライアンス指導も拡充していく必要があるのでは。 
・学校：学園または職階ごとの研修は行われているが、SNSや新たな機器・システムの取り扱い並びに
コンプライアンス研修を取り入れていく。
（3）教育活動について
４：学科等のカリキュラムは体系的に構成されているか【評価３→3】
　６：関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、実技、実習等）が定型的に位置づけられて
いるか【評価３→３】
→ICTを活用した授業拡大と、実習受け入れ企業の増加により、学生希望の企業/業種での実施が可能となった。
14：職員の能力開発のための研修等が行われているか【評価３→３】　
→法人全体での研修と併せ、各教員が自発的に各種研修に参加が増加。
学校関係者からの質問・意見
・委員：千葉の土地柄を活かした観光推進が必要であり、企業だけではなく行政との産学連携も視野に入れて
いくと、より学校の認知度が増えていくのでは。

（4）学修成果について
4：卒業後のキャリア形成への効果を把握し、学校の教育活動の改善に活用されているか【評価２→３】　
　→卒業生より企業訪問時や弊校来校時に近況報告を受け、在校生への良い刺激となるよう努めた。
学校関係者からの質問・意見
・委員：就職について、複数企業から内定を頂いた際、学生が就業先を決められるようになったことは、
学生側としては自身の希望が叶う可能性が高くなるため、非常に良い取り組みだと感じた。

（5）学生支援について
10：社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか【評価２→３】
→昨年度募集を停止した語学集中科に代わり、ホテル科国際ホテルコースの募集を今年度より開始。
学校関係者からの質問・意見
・委員：特になし
（6）教育環境について
2：学校施設・備品等が定期的に管理・点検されているか【評価３→３】  
　→什器点検・災害備蓄品等の確認と併せ、保管場所の把握を全職員に改めて周知。
5：学内における安全管理体制を整備し、適切に運用しているか【評価２→2】
　→コロナ対応の段階的な引き下げと共に、対応の見直し・簡素化を図った。
防災訓練時に不在の職員・講師へのフォローアップを実施。
学校関係者からの質問・意見
・委員：防災発生時の連絡体制はどのようになっているか。
・学校：現状は相互連絡体制の構築はできておらず、学校側からの安否確認アンケートのみとなっており、
　　　　相互連絡がとれる体制を構築していく。

（7）学生の受入れ募集について
　１：高等学校等、接続する教育機関に対する情報提供に取り組んでいるか【評価委４→４】

→高等学校や高校生に対し、より学校の特性がわかるよう、提供する資料を工夫し業界情報も盛り込んだ。
学校関係者からの質問・意見
・委員：教育成果・業界情報を知らせることで、各分野の現状や推奨資格なども明確となり、高等学校、
　　　　　高校生や保護者の安心材料となるため、非常に良い取り組みと考える。

・学校：物価高騰が続く中で、より多くの学生に選ばれる学校となるよう、教育成果の発信や学納金等の
適正化を図る。
（8）財務について
3：予算及び計画に基づき、適正に執行管理を行っているか【評価4→４】　　
→各室または各学科リーダーが予算管理を行っており、予算のぶれなく執行できている。
学校関係者からの質問・意見
・学校：中村学園の財政は安定しているが、入学者数が低迷しているため、募集増加を目指した取り組み
　　　　　を実施していく。
（9） 法令等の遵守について
3：自己評価の実施体制を整備し、問題点の改善を行っているか【評価３→３】　
　→各室（教務・就職・広報・学務）より代表者を選出し、学校評価の質向上に努めた。
　　毎年頂く外部評価委員からの意見を基に、徐々にブラッシュアップが進み、今後も優先順位をつけて、
　　様々な改善を行っていく。
学校関係者からの質問・意見
・委員：特になし
（10）社会貢献・地域貢献について
3：学生のボランティア活動を奨励、支援しているか【評価３→３】　
　→SDG‘Sが浸透している昨今、在校生も地域貢献・ボランティアへの意識が高まっていることから、自身や
周囲にどのような効果があるかを説明し、参加人数増加をめざしていく。
学校関係者からの質問・意見
・委員：地域貢献では具体的にどのような活動を行っているか。
・学校：小中学生を対象とした【キッズハッピープロジェクト】、中高生を対象とした【仕事の学び場】を実施。
　　　　地域の祭運営や地域活性のお声がけを頂くも実施には至らず、以降参加を検討していく。
(11）国際交流について
4：学習成果が国内外で評価される取り組みを行っているか【評価３→３】 

→企業を招聘し、外部会場にて日本語のスピーチコンテストを開催。
留学生に対するアルバイト募集を頂いた企業より、一定の評価を得る事が出来た。

学校関係者からの質問・意見
・委員：特になし

学校関係者評価委員会を閉会した。
以上
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